
昭利41年は,公共投資拡大の影響により,大型トラックから回

復に向い,景気の回復にともなって春以降′+＼雅トラック,乗用申の

需安も好転し,全体的に高水準のうちに推移した｡柑こ乗用車につ

いてほ排気量1,000ccクラスのいわゆる大衆車におし､て,あいつい

で新形辛が発売され,これによる販売増=新中効架により所況を望

した二｡

かように好調に転じた自動車業界にあっても,公害問題による排

気ガスの規制,安全性に関する各種の規制などの問題をかかえてい

る｡さらに完成車の自由化についで,部品,資本の自由化も数年後

には実施されるものと思われ,国際競争力の強化,輸出の拡大,国

内高速道路網の拡充に対し,高速,加速,安全性をはじめとして各

種性能の向上に,いっそうの技術開発が必要とされている｡

次に昭和41年に新たに開発された製品につき概要を述べる｡

電装品でほ,無接点式点火装置,電池式フォークリフト用モータ

をはじめとして,新たに発売されたダットサン･サニーおよぴス/ミ

ル1000用のACジ′ェネレーク,スターク,ディストリビュータが

あり,これらはすべて小形軽量化がほかられている｡このはかiこ二

輪申用のフライホイールマグネト,スタータダイナモ,イグニッシ

ョンダイナモがあり,高速性能,始動性能,充電性能の向上がはか

られている｡

気化器i･こは,DTBW形気化器をはじめとして,加速性,経済性

に重点が置かれ,構造をできるだけ簡単にしたダットサン･サニー

およびスバル1000用のDCG286形気化器があり,LPG燃料装置関

係で安全性,経済性に重点をおいたロックオフ装置内蔵形GR120

形ベーパライザがある｡

点火プラグでは,レース用∴-､く火プラグの開発がある二

動力伝導装置関係では,バス用自動変速装琵用制御耗器_㌢ゴよび煎

用車用タラ･ソテフェーシソグがある‥

カーラゾすてほ,FM/AMオートチューニング式KM-1361を+王

じめとして,TM-871,TM-701､KM-1022,W恥ト800S形があ

いついで発売された｡ヒ

TM-871形ほ押ボタン式8石トランジスタカーラジオで,AGC

付,OTL回路,後部痺麻でも音量調節ができるリモコン装置が採

刷されている高級カーラジオで,日産セドリックの純正品となって

いる｡TMト701形ほ,押ボタン式7石トランジスタカーラジオて

ダットサン･サニー用として日産の純正品となっている.｡

KM-1022,WM-800S形は輸出専用である.｡KM-1022形は,中

波,FM用10石2/ミンドトランジスタカーラジオであり,WM-800

S形は,中波,短波用8石3バンドポータブル兼開トラソジスタカ

ーラジオであり,ともに6,12Vいずれの単にも簡単に装着できる

ようi･こなっている｡

カーヒータ用ブロワモータでは,小形軽量のマグネットモータを

開発し,フアンにモールド品を採用し,騒音,重量の低減をはかっ

ており,特にスバル1000用ブロワモータほ,スバル1000がわが国

で初めて採用したデュアルラジエータシステム用としてラジエータ

の冷却およぴカーヒータを兼用できる新用途のブロワとして開発さ

れたものである｡

カークーラほ,本年度より新しく開発された斜板式コンプレッサ

を採用しダッシュタイプおよぴトランクタイプが発売された｡
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■ 無接点式点火装置の完成

】]動申用ガソリンエンジンの点火装置として,従来の機械的断続

鍵構を使用する接点式点火装置に代わる半導体応用の無接点式点火

装置は,始動性能,高速点火性能,点火精度,耐久性を飛躍的iこ向上

させることができ,現在高度の性能を要求されるレーサ用点火装置

として使用されるほか,メインテナンスフリーの要望を満たすもの

として1守来一般申用点火装置としても各方面から期待されている｡

無接点式点火装置は,エンジンの適性点火時期で点火コイルの一

次電流を遮断するための信号電圧を発生させる点火時期信号発生装

置,この信号電圧を増幅する増幅器,高電圧を発生させる点火コイ

ルおよびこの高電圧をエンジンの各気筒i･こ順序よく配電する配電器

からなっている｡この基本構成のうち,特に点火時期信号発生装置

ほ,点火装置の性能を左右するものとして重要な部分であり,磁石

発電機式,光電素子式などの方式が各社で考えられているが,日立

製作所でほ高周波の結合を断続させて点火時期信号を発生させる独

自の方式を開発し採用している｡

この結果,(1)エンジンの点火時期のふらつきはきわめて少な

く,その値ほ従来の%以下となり,(2)エンジン回転数0～10,000

掛

囲1 無 接 点 式 点 火 装 置

rpmまでほぼ一定の点火コイルの二次電圧が得られ,実車における

低温始動性能,急加速性能,燃料消費率などが改善された｡外観を

図1i･こ示す｡

なお,この無接点式点火装置は,昭和41年iこ行なわれた各種レ

ース出場車の点火装置として妊用され好評を得ている｡

■ 電池式フォークリ フト用

モータの完成

欧米諸国においてほ,すでに電池式フォークリフトが大量に採用

され,イギリスでは70%,西ドイツでは45%,アメリカでは30%

が電池式となっており,電池式への移行は,いま世界の趨勢となっ

ている｡わが国においても,電力会社を中心とする,余剰電力利用

度の向上,および蓄電池の性能向上を背景として,排気ガスの問題,

操作性および保守整備性などの点から,ここに数年来,エンジン式

にかわって,電池式が注目されるようになってきた｡このような市

場の要望にこたえて,電池式フォークリフトを対象に,走行用の

12V2.3kWモータ,および荷物の揚げ下ろしを行なう油圧ポンプ

用の24V4.5kWモータを完成した｡

このモータほ,特性的にほ起動トルクを大きくし,しかも使用可

能な回転力の範囲を広くとっている｡このため走行用について考え

ると,起動時および登坂時i･こは,定格回転力の3～4倍の回転力を

出すことが可能である｡また定常走行時におし､ても負荷変動に応じ

て回転力が出せるので,エンジン式のように変速撥構を特別に設け

る必要はない｡したがって,運転操作ほきわめで簡単で,しかもス

ムースに運転が行なわれるなど,フォークリフト用としてほもっと

零

図1 電池式フォークリフト用モータ

も理想的な出力特性となっている｡耐熱性の点でほ,B種絶縁を採

用し,さらに冷却用フアンを内蔵するなどの考療をはらっているの

で,単位出力当たりの容積を小さくすることができ,フォークリフ

ト全体のコンパクト化に貢献している｡さらに各棟構部についても

改良を加え,特に軸受部についてほシールド･ベアリングの採用に

よる防じん性能,漏えい防止性能の向上を因っている｡潤滑につい

ては温度変化の影響を受けiこくい高性能グリースを使用して,広い

温度範囲にわたって使用可能とし,冷凍倉車用フォークリフトへ適

用できる｡

■ 小形高速自動車に適合した

DTBW形気化器

ここ数年来自動車の高速化が活発となり,特にスポーツタイプの

串でほエンジンの回転数,あるいは圧縮比などを高くし高速性能を

発揮させている状況である｡この結果エンジン温度も従来より高く

なり,どうしても過熱気味となることばまぬがれない｡エンジン停

止の目的でキースイッチを切ってもエンジンが止らず,ジーゼリン

グ現象を発生することがしばしばある(アイドリング状態でキー

スイソテを切ってもエンジン停止までのわずかな期間,低速系統よ

りの混合気により白己点火を起こし,引続いてエンジンが回転し,

しばらく止らない現象)｡このジーゼリング防止についてはアイド

ルアジャストスクリュウをベストの状態よi)さらに締込み(薄くす

る)アイドリングの安定度を犠牲にする方法もあるが,決して満足

できるものでほない｡今回新しく開発した方法はキースイッチに連

動した小形ソレノイドを新設し,低速通路を日動的に遮断しようと

するものである｡すなわちキースイッチのはいった一般走行状態で

は,ソレノイドが励磁されプランジャは吸引され低速通路よりは正

常に混合気を供給している｡停車後キースイッチを切ると電流が遮

断されスプリングによってプランジャが押出され,低速通路を完全

に遮断し混合気の供給を停止させることができ,ジーゼリングを完

全に防止することができるわけである｡このソレノイド式ジーゼリ
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ンブ帆l二法によりエンジンの高速化も非常に射こなりエンジンの設

i汁も溶易に高まると考えられる二

/㌢回東汀二｢業株式会社でl,000ccのスポーツタイプ.マツダフ7

ミ1ノアクーペ辛が計両され,前述の′卜形ソレノイドと気化器を組み

缶わせたDTBW形気化器をツインで装着採川され,一敵性能とと

もニジーゼリングの心配もなlこ好評を得ている｡

このDTBW形_災化器の一也構造は

(1)_て土形複式て㊦側26ゥ`),⑧側28tう｡

(2)ノズ′レ方式ほi亡占速性,繹清性のすく､､jLているゼニスストロ

ンバーグ式ユ

し3)出力装置としてはスロットンノミルブト流の(■川ミ連動のパワ

u装置｡

(4)加速性を-▲段と増すたムう,スロットしシヤI7ト連動のプラ

申 ｢'子【三 IFll'1
181

ンジャノヒ加速ホンソユ右打

などを採j‾1jしているご上

周1 マツダファミリ7クーペ川DTBW形㌔も化1そ詩

■_熱範囲を改良した

レース用点火プラグ

国外,国内における各種レースがますます盛んになりつつある隅

勢にかんがん,口立"ノ､ロックス”∴亡.ミ火プラグの一環として,最も

使用率が高い14mmロングリーチのA,Bタイプのレースシリー

ズを開発した(表l)‥ Bタイプほ普及形である｡.

より過酷なレースに耐え得るよう設計上次の注意が払われてい

る:.(1)熱伝導率のよい95%7′しミナ絶後ガイシを任用し,銀ま

たは銅中軸を組み合わせて熱放散を極限まで高めた二=(2)_発火部

ガイシの表面を臍き,胎動困難の原因となる水分JP燃料の付着,お

去1"ハロックス”レース用点火プラグー覧

1シ言-■什リー器)一占ヨーーーと
14

熱前岡

形 式

Aタイプ T‾盲;r‾ソ

19

電 極村罰

20.6

焼 形

冷 形

庵
椿
軸

竜
下
屯

心
捌

中
外
.
中

′-1･+/､

L420A

L410A

L405A

白 金台金

白
_金
介 金

見圭 l貰】白金台金

ユび克子-]ヰのカ･一ボン付首′出立小にした､二】(3)燃咄=､川り左･恕ポ糾‾

るため火■fEギャップをできるたけ燃他ヰiに,近ノJけた｡1(4)Aタイ

プは,中､外電極とも=金作金を川いで副亘iを柵くし,スハーグ)バ

射い発f-1三するようにした.J

ノ､二はL405A, イfはL405B

図1 レ ー ス 用 点 火 プ ラ グ

■ 自動変速装置用制御機器の完成

日野自動車株式会社がイギリスSCG祉と技術提携して大型バス

用自動変速装置を開発するに際し日立製作所ほその制御部門を担当

した｡.この変速機のコントロール方式ほ手動式と全日動式の2種棟

があり,いずれも電気式で変速機の各ギヤ操作シリンダに圧縮空気

を送る電磁弁を手動または走行状態に応じて自動的に操作してギヤ

の選択を行なわせるものである｡この制御装置はシグナルジェネレ

ータ,スロットルスイッチ,コントロー′レバネル,セレクタスイッ

表1 変 速 時 期 の 例

妄‾‾‾‾‾‾‾遠【シェネン講究生電圧lエン諾転数l孝速(km/h)

2nd -→ 3rd

3rd - 4th

4th - 5th

5th → 4th

4th 一一 3rd

3rd - 2nd

5
0
帥
2
0

甜

05

55

l

凸
入
U

6

9

3

9

1

2

4

3

2

上段左より セレクタスイッチ,コントロールパネル,スロット′しスイッチ

‾F段左より EPパルプ,EPバルブ,シグナルジェネレータ

囲1 自動変速装置用制御機器
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チ,EP/ミルブの五つのユニットで構成されている｡シグナルジェ

ネレータはギヤボックスの出力軸に直結され中速に比例した信号を

発生し,スロットルスイッチは7クセルベタルと棟械〔伽こ連動して

車両の負荷状態に対応する信号を発工Ⅰ三する.｡この二つの信号がコン

トロールパネルにはいりギヤチェンジのパターンが決定され圧縮空

気の操作弁であるEPバルブを作動させてギヤチェンジの操作が行

なわれる方式となっている｡すなわちエンジン負荷が大きくアクセ

■ クラッチフェーシング

乗用車の高級化が進むにつれて,乗心地,操縦性からC.F.

(Clutch Facing以‾FC･F･と略す)には,高摩擦係数とその安定性,

クラッチ操作時に異常臓臥 すベリを生じないよう,耐ジャダ性,

耐フェード性すなわち一′卜Ⅴ特性(摩擦係数-すべり速度)の良好なも

のが安求されるようになった-+｢=卜1-こ製品ほ特にこの高摩擦係数と

/ノーⅤ柑性の良好なことを主目的に開発され,摩擦材料分頸上はスペ

シャルウープソ系に属する｡図】は慣性重量0.16kg･m･S2,繰り

返し+デイクル3c/mの慣性式クラッチテスタによる測定結果を示

したものである･一ノ‡]立凱ハは実験凹数が増加するにつれて〃値が向

上し0･35阻如こ安止化し,摩耗量は10,000回繰り返し後0.3mmで

ある｡恒偶で最も高く評価される外国丁社製品は,〃値が0.3～0.4,

摩耗量1･Ommである｡′ 耐ジャダ性は/卜Ⅴ特性より評価される,｡

この特性はフェーシソグ製造二｢程の履歴,材質の影響を微妙に受け

るが,l二は製品は静摩擦係数,動摩擦係数の差も少なく,また〃-Ⅴ

矧生小鼓もジャダ性に影響すると考えられている0′～3nl/sのすペ

リ速度における/`値ほ0･3～0.33で非常に安定している｡これら諸

特性とあわせて要求される物剋川勺性質,棟械強度は比重1.45～1.55,

未了f臼硬度8～13kg/mm2(ミクロブリネ′い､回転破壊12,000～15,000

rpll-,引張り強度3.00～5.00kgである｡

評 論 第49巻 第1号

ルを踏み込んたときはコントロー′レミネ′しのリレー回掛こ抵抗がは

いり普通より高いエンジン担1転てギヤキエソジカl行なわれることに

なり発進,登坂.加速などの走行抵抗の大きいときほエンジン出力

に適合したギヤ手エソジが行なわれるこ セレクタス

場合に普通のギヤチェンジと同し､ように喝し､ら一ナLる

の例を示したもしつである｡

0.4

ミ 0.3

0.4

ミ 0.3

J7
､りこ n■0

nUOO

､b

L

11)

4 6

l'(m∴ノs)

8 10

ヨ三晶

外回丁社品

河内二某社品

rソテは手動の

表1ほ変速時

団1 〃-N,一′′-＼7特性

1

2

3

4

T社200ィム ‾′工1シンク

日立2001～ 7エーシソグ

T祉225少 7エーシソグ

日立225r占 アニーシソプ

図2 ′ケラヅチ

フェー･∴ソグ

■ F仙/A仙オートチューニング

カーラジオK八一1361

l‾1産日動巾の高級乗用巾プレジデソト純正としてFM/AM式で

しかも口動選局のできる高級カーラジオKM-1361を開発した｡

本カーラジオはFM電波の日動同調が可能である｡

FM電波を自動車のような移動物体中で使用すると,反射波によ

り波長ごとに発生する電界の山谷(悪条件下では20dB程度)のため

に受信音がひずみやすいので,中間周波増幅を従来の3段方式から

4段方式に改め,リミッタ特性および感度を向上した｡またディス

クリミネータの弱信号時のAM抑圧バランスを調整することにより

大幅に反射波ひずみを減少させることができた｡

また自動選局誤差を最小限に抑えるため狭帯域トリガーアンプを

アンテナ

図1 KM-1361

採用し,しかも自動選局時にほAFC(‾口動同波数調整)回路を断ち,

停止後日動的に動作させるようiこしたたメ),選局誤幕を±30kc程

度と非常に小さ1することができたっ

また自動選局および選局用モート′レの逆転切換にはりレーを使用

した｡このため自動選局押ボタンは簡主戸･な構造となf),動作が確実

でしかも高級車用ラジオにふさわL∴ 操作力も小さくすることが

できた｡またこのボタンは左右どちらにもてタートさせることがで

きるので,非常に便利である｡

このほか自動選局および音量調節をEFヤシートから自由にリモー

トコントロールすることができる｡

また本棟のタナィアルスケール板にはエレクトロルミネッセンス

を,アンテナにはモータアンテナを採用し高級車円ラジオにふさわ

しいものとしている｡

△帯成二三･j二
周波数変換

同調機構
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■ カ ー ク ー ラ

日折口41年の日産自動車純正カークーラとして,プレジデソト車用

トランクタイプ,セドリック車用トランクタイプニ}三よびデラックス

ダッシュタイプを販売した.= 特に41年度はカークーラに新開発し

た斜板式圧縮機を採用した｡

(1)斜板式圧縮機

斜板式臣節機の構造は図1に,運動の原理は図2に示すとおり

である｡-う‾なわち,斜板にピストンを組み合わせ,斜板を回転さ

せることによってピストンを在役運動させる｡ニJ二〕ピストンの往

復運動によって冷媒ガスを圧縮するものである｡

この斜板式圧縮機ほ従来の2気筒形圧縮機に比較Lてつぎのよ

うな特長をもっている｡

(a)形化さ-;円筒状であるたふゝ 車両への坊裁か容易である｡

(b)完毛間数が6気筒てあるためにトルク変動ニミ∴小さくエンジ

ンに対する影響力ミ少ない｡

(二c)ピストンと斜板の連動は完全にバランスしているので振

動が少ない｡

斜板式旺締械の特長の一一･つであるトルク変動については図3に

示すとおりで,斜板1回転J〕トンクの変動は0.8kgノ■m以下である｡

また,斜板式圧縮棟のト′ニ 7の変動は従来の2気筒形圧縮機に

比較して非常i･こ′+＼さ∴ニンジ‾ンに対する負荷変動は′+＼さく,ス

ムーズな運転を行なうことニン､二っきる｡

■■､2)トラン ケタイプうーアーラ

トランクメナプカークーラには,プレジデント車用.とセドリッ

ク専用の二つに分校きニ～し,-7こしジテント中けjは日産自動車の組立

ラインでカークーラを装着すろことを主体とL-て各機器が設計さ

jtている.こ

また,セドリック中[R∴ミ!]産日動申の販売.什‾二心一見に装着でき

るよう設計さ.れている二

r3)デラックスダッシュ_･て1′ナカークーラ

デラックスダッシュタイプカークーラはセト〕J～7申を対象と

して設計されている｡冷風√〕吹出には中の計器類との調和を図

り,助手拒,中央および運転酷からも冷風二う■こ吹出せるようにし,

車内の冷房効果を向上させている｡また,クーラユニットをダッ

シュボ〉ド内に収め車内の百往性の向上を凶ってし㌧る｡

【gi4 プレジデント坤用

トランクタイプカークーラクーラユニ ニ.′l
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図1 斜仮式rE鮒機構造園
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図2 斜板式圧縮機の原理
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